

















































































































JWDO257498買い子 カイコ 0 1fldf下 買い子［カィコ］ PURCHASINGAGENTO
JWDO257499買子 カイコ 0 1fld仔 買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENT0 O
JWDO425223買い子 カイコ 0 3c6209買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENTO
JWDO425224買子 カイコ 0 3c62c9 買い子［カイコ］ PURCHASINGAGENT0 O ○ O
JWDO548703回顧 ガイコ ↑ 3dOc34回顧［カィコ］ REVIEW O 0 ○
JWDO517475回顧 カ’イコ 9 3ceda6 回顧する［カイコ・スル］ REVIEW 0 o ○ O
JWDOO36237解雇 ガイコ 0 Oe8908解雇する［カイコ・スル］ FIRE 0 0 o
JWDO543791解雇 ガイコ 62 3dO32f 解職する［カイショク・スル］ FIRE 0 0 o 0
JWDOO36263懐古 カ’イコ 4 Oe890a 懐古する［カイコ・スル］ REMINISCENCE0 0 o O
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図5－2．モーラ音素が付属する音節の全音節に対する比率、子音の種類別
図6 アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係、母音
型と半母音＋母音型の音節の種類別。モーラ音素／H／、／N／、／Q／別。
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この統合された単語集合では、モーラ音素の付く音節の数は、Vsでは、
／N／が61，000音節、／H／が47，000音節、／Q／が5，500音節、yVsでは、／N／が
1，000音節、／H／が26，000音節、／Q／が500音節であった。モーラ音素の付い
たyVsの出現率は、その型の音節の平均的な出現率が1／10であるのに対
し、ほぼ1／2と高い。そのうちでは／yo／が3／4を、／yu／が1／4を占
めていて、Vsに匹敵する。
モーラ音素の影響については、Vsの平均13％およびyVsの平均の16％
より、モーラ音素が付いた音節に付くアクセントの出現頻度が数％高かっ
た。また、モーラ音素を伴わない場合は、すべての種類の後続半母音と母
音で数％低かった。これは、モーラ音素を伴う音節が持続時間が長いので、
声のピッチを下降させやすく、同時にその変化が聞き取りやすいというこ
とに関係していると考えられる。
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3．3．先行子音の影響
アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係を、モーラ
音素が付くか付かないかに分けて、先行子音の種類別に、図7に示す。
VsとyVsのアクセントの付く平均的な比率は14％であり、どのような
種類の先行子音の音節でも、モーラ音素の付く音節は、平均より大きく、
モーラ音素の付かないものは、平均よりも小さかった。先行子音の種類別
に見ると、／Q／の付く音節は2倍の28％にも及び、／g／、／k／、／s／、／b／など
が先行する音節にアクセントがよりつきやすい傾向が見られる。
図7、アクセントが付くか付かないかによる音節の出現頻度の関係、先行
子音の種類別。モーラ音素／H／，／N／，／Q／別。
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4．まとめ
日本語の同音語のアクセント型と音節構造との関係について、統計的デー
タにもとづいて解析した結果、統合された単語集合の約35％の単語が、同
音語の組に属していた。同音語の組の数は、組数が増すほど、その組内の
同音語数は減少し、それらはお互いに正確に反比例していた。
アクセントは、母音型の音節（Vs）には平均13％、半母音＋母音型の
音節（yVs）には16％付いた。どちらのケースにも、後続母音の種類によ
る際立った差はなかった。モーラ音素の影響については、モーラ音素が付
いた音節にアクセントが付く確率は、後続する半母音や母音の種類によら
ず、平均より数％高くなった。
日本語の同音語は、全体の五十音順の表と、同音語の組の中の単語数や
単語を構成する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集した。モーラ
音素を含む単語は、モーラ音素の種類別に、五十音順の表と、単語を構成
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する音節数に分けて五十音順に配列した表に編集した。
統計的分析に使った単語集合に含まれる約49万音節のうちでモーラ音素
が後続する音節は30％以上もあった。さらに、モーラ音素が後続する音節
は、組の中の語数が非常に多い同音語の音声に多く現れた。モーラ音素の
音節での高い出現率、単語アクセントヘのそれらの有意な影響、そして、
それらの大量の同音語を作る働きは、日本語に特有の重要な性質である。
このことから、日本語の同音語の性質や日本語の単語アクセントヘのモー
ラ音素の影響についての統計的な分析結果を踏まえて編集したこれらの資
料は、言語処理の基礎研究だけでなく、語学教育に有用なデータベースと
なる。
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